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鹿児島大学病院
血液検査でC型肝炎ウイルス抗体陽性が判明した患者さんへ

今回血液検査でC型肝炎ウイルス抗体陽性が判明いたしましたのでお知らせいたします。
C型肝炎とはC型肝炎ウイルス（HCV）の感染により起こる肝臓の病気です。HCVに感染すると約70％の方が持続感染者となり、慢性肝炎、肝硬変、肝癌と進行する場合があります。C型肝炎ウイルスは感染者の血液を介して感染します。血液に直接触れることが無ければ、家庭や集団生活での感染のおそれはまずありません。
今回行ったHCV抗体検査が陽性という結果からはC型肝炎ウイルスに感染したことがあることを意味しますが、現在もウイルスがいて持続感染をしている人と、治癒してウイルスのいない人が含まれます。抗ウイルス治療の適応については専門医の診断が必要ですので、精査を行う予定です。
ご不明な点は、担当医師にご遠慮なくおたずねください。


説明日　平成　　年　　月　　日
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